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研究分野：環境農学 
科研費の分科・細目：6701 
キーワード：環境・植物・ストレス・発現制御・バイオテクノロジー 
 
１． 研究計画の概要： 

イネ科のグリシンベタイン（GB）合成
の鍵酵素コリンモノオキシダーゼ
（CMO）の実態は全く未知であった。
また、GB の輸送・蓄積機構も分かって
いない。そこで、イネ科のオオムギを用
いて、CMO 遺伝子の特定、CMO タン
パク質の組織特異性、GB トランスポー
ターの解析とGBの組織特異的蓄積の関
連について研究を行う。 

 
２． 研究の進捗状況： 

オオムギの CMO 遺伝子をクローニング
し、CMO 活性があること、またペルオ
キシソームに局在することを明らかに
した。CMO はヒユ科（ホウレンソウ）
でのみ葉緑体に局在することが報告さ
れたが、我々はイネ科では CMO の局在
性が全く異なることを発見した。また、
GB トランスポーターをオオムギからク
ローニングし、維管束内部の組織で発現
することから、オオムギで GB の長距離
輸送に関わる可能性が推測された。 

 
３． 現在までの達成度： 

イネ科のオオムギについて、GB の合
成・輸送・蓄積機構の概略を明らかにし
た。 

 
４． 今後の研究の推進方策： 

オオムギ以外のイネ科植物について、検
討する。 

 
５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に 
は下線）： 
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